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テーマ 

 

福祉施設の職場環境を考える 

 

ゼ ミ ナ ー ル 概 要 

目的・内容・方法等 

 本ゼミでは、社会福祉領域における組織運営、人材確保・定着などを中心とした研究に取り組みます。今日

の福祉施設は、社会福祉士や介護福祉士等の福祉専門職だけでなく、様々な人が働いています。その中で、働

きやすい職場環境とはどういうものなのか、皆さんと一緒に探っていきたいと考えています。 

仕事のやりがいや就業条件、業務意識など働きやすさというのは、人によって違いがあるものです。本ゼミ

では、福祉施設を取り巻く職場環境について、個人・集団・組織・地域など様々な視点から捉え、研究してい

きます。 

 

授業計画 

〈３年前期〉 

 福祉施設の職場環境をどのように捉えるのか、先行研究や政策動向、関連文献などを通して理解を深めると

ともに、ゼミ生一人ひとりが取り組んでいく研究テーマを決めます。 

〈３年後期〉 

 個々の研究テーマに関する既存統計の分析、あるいはフィールドワークを通した調査、事例検討などに取り

組んでいきます。 

〈４年前期〉 

 それまで取り組んできたことをまとめ、卒業論文を作成していきます。並行して、福祉行政、地域福祉、福

祉施設など社会福祉領域への就職活動について、サポートしていきたいと思います。 

〈４年後期〉 

 卒業研究の取り組みをさらに深めたい、社会福祉士等の国家試験受験に向けた勉強にも力を入れたいなど、

個々の希望に対応して支援します。 

 

※）これまで長年、社会福祉士及び介護福祉士の養成、地方自治体の各種福祉計画の策定や福祉施策の推進等

に関わってきました。主な研究は、介護人材の就業・離職規定要因の探究、施設介護力の評価、地域にお

ける福祉イベントの効果、福祉施設におけるボランティアマネジメント、など。 
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 将来、地方自治体の職員として福祉行政に携わりたい、社会福祉協議会等の地域福祉

に関わる仕事に就きたい、福祉施設で働きたい、と考えている人は、本ゼミで今日の福

祉現場を理解し、自分の希望する進路をしっかり見定めてもらえればと思います。その

ために、地方自治体職員、社協職員、福祉施設職員など卒業生との交流の場をできるだ

け多く作るとともに、フィールドワークに出かける機会をもち、ゼミ生の皆さんと有意

義な時間を過ごしたいと考えています。 


